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インド洋津波2004年 –スリランカ



Eco-DRR（Ecosystem-based Disaster Risk

Reduction)生態系を活用した防災・減災
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増加する災害



危険事象（ハザード）の種類

地質学的 水-気象学的

地震

土砂崩れ

気候学的

嵐

洪水
寒波

津波

社会的／
技術的

対象外

火山噴火

熱波



EM-DAT CRED, 2012

自然災害による死者数 1900-2010年



自然災害による経済被害(US$ 10億) 

1900-2010年

EM-DAT CRED, 2012



地域別自然災害 2011年

災害の数(2011) 災害による死者(2011) 災害による経済的損失(2011)

アジア
アジア アジア



災害（Disaster)とは？

UNISDR 2009
© T. Ahmed/IRIN

「影響を受けたコミュニティーや社会自身の対処能力を超え
るような、人的、物的、経済的、環境的損失などを伴う、コ
ミュニティや社会の機能を著しく阻害する事象」



災害リスクとは？（UNISDR)

“将来の特定の期間においてコミュニティや社会に起こりうる潜
在的な災害被害（人命や資産、生計手段などの損失）”  
（UNISDR 2009年）

災害リスク＝危険事象（H）×脆弱性（Vul）×曝露（Exp）
ハザード



曝露

曝露：

ハザードゾーン
内にあり損失の
リスクに曝され
ている要素
(UNISDR, 2009)



脆弱性

コミュニティやシステムの性質や周辺状況
(ISDR, 2001).

悪影響を受けやすい傾向や性質 (IPCC, 

SREX, 2012). 

定義や測定が困難

GDPや識字率、建物の物理的な性質に
よって測定することができる

Nepal ©Sudmeier-Rieux, 2009

Nepal ©Sudmeier-Rieux, 2009



なぜ災害リスクが増えているのか？

危険事象（ハザード）に対する大規模な曝露＆脆弱性

危険事象（ハザード)

洪水

地滑り

台風

干ばつ

津波

曝露

不適切な土地利用・管
理

高リスク地域への集中

人間

資産

増加傾向 改善傾向 一定／周期的

脆弱性

ハザードによる影響の受
けやすさ

不適切な建物の設計・
建設

貧困

乏しい対処能力
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DRRへの生態学的インフラの活用ー利点

• 工学的インフラに比べ安
価なことが多い

• 付随的なメリットが多数
ある

• 生態学的インフラは時間
とともに成長する



洪水防止のために湿地を活用、ニュージーランド

Whangamarino Wetland, New Zealand http://www.teara.govt.nz/en/wetlands/2/1



砂丘の安定化、モーリタニア

http://maarouf.wordpress.com/2007/06/25/fight-against-

desertification-in-mauritania/

http://maarouf.wordpress.com/2007/06/25/fight-against-desertification-in-mauritania/


沿岸の暴風雨のためのハイブリッド防御、ハワイ

http://mauimike6.wordpress.com/2009/10/30/ironwood-casuarina-

equisetifolia-the-pine-tree%E2%80%99s-evil-twin-lives-in-hawaii/



都市洪水のためのハイブリッド防御
スウェーデン

http://www.malmo.se/Medborgare/Kultur--noje/Arkiv--

historia/Kulturarv-Malmo/A-D/Augustenborg.html



• ニューヨークグリーンイ
ンフラ計画
（2010年）

• «グリーンインフラ計画» 
53 億ドル 対 68億ド

ル のグレーインフラス
トラクチャー
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雨庭（レインガーデン）



宮城県蕪栗沼とその周辺水田
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青森県むつ市キノップ海岸
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渡良瀬遊水地
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Designated on May 24, 2013

三陸復興国立公園
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© M. Deghati/IRIN

ローカルにアクセス可能な解決法

設置、メインテナンスの費用が比較的安価

自然のインフラは危険事象のインパクトと脆
弱性を減少させることができる

災害のあるなしにかかわらず、人々の暮らし
に役立つ

しかし、限界もある

DRRのための生態系管理 : 

後悔の無い(No-Regrets)戦略
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2011年 東日本大震災、地震と津波

© REUTERS/KYODO 連続した災害



生態系を基盤とした減災と
グリーン復興に関する専門家ワークショップ

• 2012年7月5-8日

• 世界防災閣僚会議 in 東北

• 省庁、地方自治体、JICA、NGO、
大学から35名参加



生物多様性条約 COP12
「 生物多様性と気候変動と防災・減災」
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2014年IUCN世界国立公園会議（シドニー）
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仙台防災枠組み（2015-2030)

生態系の役割の積極的位置づけ

第３回国連世界防災会議（仙台）
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ラムサール条約 COP12
「 湿地と防災・減災」



災害と気候変動
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CCA（気候変動適応）とDRR（防災・減災）の
オーバーラップ

Source: Mitchell and van Aalst, 2008 



IPCC第5次評価報告書

• 都市部において、熱波、豪雨
、内陸及び沿岸の洪水、土砂
崩れ、干ばつ、水不足がリス
クを高めている

• 工学的、技術的方策に加え、
社会的、組織的、生態系を基
盤とした方策の価値に対する
認識が向上

• EbA: Ecosystem-based 
Adaptation（生態系を基盤と
した適応）
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気候変動枠組条約ＣＯＰ２１
パリ協定

• 緩和と適応の統合的アプローチ

–前文55、109

–パリ協定 4条7項、5条2項、第6条1項、第6条
8(a)項、第7条
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グリーンインフラ

• 2013年に欧州委

員会がグリーンイ
ンフラ戦略を公表

4
0

Natura2000で保護されている欧州の野生
動植物生息地 (2012年のデータによる)







グリーンインフラの構成要素
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グリーンインフラの国内の流れ

44

【学術関係】
2014.9日本学術会議提言「復興･国土強靱化における生態系インフラストラクチャー活用のすすめ」

【国会関係】
2014.2.13  衆・予算委、総理答弁
「我が国の豊かな自然を活用しながらグリーンインフラの整備を進めていくことは、経済、社会両面で有効であり、重要
である（略）グリーンインフラという考え方を取り入れて、将来世代に自然の恵みを残しながら、自然が有する機能を防
災、減災等に活用していきたいと考えております。」

2014.10.6 衆・予算委、環境大臣・国土交通大臣答弁

【行政関係】
2014.7.4     「国土のグランドデザイン2050」への位置づけ
2015.8.14 国土形成計画、国土利用計画の閣議決定
2015.9.18 社会資本整備重点計画の閣議決定

【民間関係】
2013.11.11-12  日本生態系協会講演会、国会議員による勉強会



グリーンインフラとは、

「社会資本整備や土地
利用等のハード・ソフト
両面において、自然環境
が有する多様な機能を
活用し、持続可能で魅力
ある国土・都市・地域づく
りを進める取組である」







グリーンインフラ
官民連携プラットフォーム
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7月20日発売



Nature-based Solutions (NbS)
自然に根ざした解決策

• IUCN（2016）「社会的

な課題に順応性高く効果
的に対処し、人間の幸福
と生物多様性に恩恵をも
たらす、自然あるいは改
変された生態系の保護、
管理、再生のための行動
（筆者仮訳）」

社会的な課題

自然を基盤とした解決策(NbS)





自然に根ざした解決策(NbS)はどんな社会
的課題を解決しようとしているのか？

①気候変動、②食料安全保障、③水の安全
保障、④人間の健康、⑤自然災害、⑥社会と
経済の発展 、⑦環境劣化と生物多様性喪失



NbSに含ま

れるアプロ
ーチの例



自然保護の規範と科学

社会を守る自然を守る

自然保護の範囲や意義を拡張していく

生物種やその
生息地の喪失
の原因に対して
対処することが
優先課題

切実な社会の問
題や課題の解
決が優先課題

自然に根ざした解決策(NbS)と自然保護



経団連生物多様性宣言 行動指針（改定版）

５．【自然資本を活かした地域の創生】自然
への畏敬の念を持ち、自然資本を活用した
地域の創生に貢献する

５－１ 生態系が有する機能を活かした防
災・減災対策等への理解を深め、安全・安
心な地域づくりに貢献するよう努める。

５－２ 地域固有の自然資本が有する機能
を活用し、地域の創生に貢献する。

５－３ 都市や一部の里地里山に代表され
る、既に自然の恵みが損なわれている国内
外の地域において事業活動を行う場合には
、生物多様性の回復を促すよう努める。



ポスト愛知目標の素案にも



Nature-

derived 

solutions

Nature-

inspired 

solutions

Nature-

based 

solutions

NbSとはどこまでの範囲を含むのか？



NbSグローバルスタンダード

• ８つの基準、２８の指標
• 100か国800人以上のステークホルダーのプロセスへの参加
• 2020年2月にIUCN理事会で採択、7月にグローバルローンチ



1) Launch event - https://youtu.be/hpDN-svlg7I

2) Launch panel - https://youtu.be/CieM_D22F5w

https://youtu.be/hpDN-svlg7I
https://youtu.be/CieM_D22F5w


• 基準1：NbSは、単一の、または、複数の社会的課題に取り
組む。

• 基準2 NbSのデザインは規模によって方向付けられる。

• 基準3：NbSは、生物多様性および生態系の健全性に純便
益をもたらす。

• 基準4：NbSは経済的に実行可能である。

• 基準5：NbSは、包括的で、透明性が高く、エンパワーする
ガバナンスプロセスに基づいている。

• 基準6：NbSは、主たる目的の達成と複数便益の継続的な
提供の間のトレードオフを公平に比較考量する。

• 基準7：NbSは証拠に基づき順応的に管理される。

• 基準8：適切な管轄の脈の中で NbSが持続可能でを主流
化される。

NbSスタンダードの8つの基準



表 NbS基準案と指標案（2020年2月時点、筆者仮訳）

基準案 指標案

基準1：NbSは、単一の、または、複

数の社会的課題に取り組む。

1.1 権利者と受益者にとって最も差し迫った社会的課題が、優先されている。

1.2  対処すべき社会課題が明快に理解され、また記述されている。

1.3  NbSによってもたらされる人間の幸福に関する成果が特定され、ベンチマーク化され、定期的に評価される。

基準2 NbSのデザインは規模によっ

て方向付けられる。

2．1 NbSのデザインは、経済、社会および生態系の間の相互作用を認識し、対応する。

2．2 NbSのデザインは、他の補完的なインターベンションと統合され、セクターをまたがる相乗効果を追求する。

2．3 NbSのデザインには、介入する場所の外に及ぶリスクの特定とリスク管理を織り込む。

基準3：NbSは、生物多様性および生

態系の健全性に純便益をもたらす。

3．1 NbSのアクションは、生態系の現状や劣化と損失の支配的な要因に関する証拠に基づく評価に直接的に対応する。

3．2 明確で計測可能な生物多様性保全に関する成果が特定され、ベンチマーク化され、定期的に評価される。

3．3 モニタリングには、NbSが引き起こす自然に対する非意図的な負の影響の定期的な評価も含む。

3．4 生態系の統合性や連結性の向上の機会が特定され、NbSの戦略に組み込まれる。

基準4：NbSは経済的に実行可能で

ある。

4．1 NbSに関連する直接的および間接的な便益ならびに費用、すなわち誰が支払い誰が便益を受けるのか、が特定され、

文書化される。

4．2 関連する規制や補助金などの影響を含んだ、NbSの選択を支持するための費用効率性に関するスタディが提供される。

4．3 外部性を考慮したうえで、他の代替案に対する当該NbSデザインの効率性を正当化する。

4．4 NbSのデザインでは、規制遵守を支援するような市場ベース、公的セクター、自主的コミットメントやアクションなどの資金

源のポートフォリオを検討する。

基準5：NbSは、包括的で、透明性が

高く、エンパワーするガバナンスプ

ロセスに基づいている。

5．1 定義され完全に合意されたフィードバックや紛争解決メカニズムが、NbSの介入が実施される前に全てのステークホル

ダーに利用可能となっている。

5．2 参加は、ジェンダーや年齢、社会的地位によらない互いへの尊敬と公平性に基づき、自由意志による事前の十分な情

報に基づく同意（F P I C）に関する先住民の権利を守る。

5．3 NbSによって直接、間接的に影響をうけるステークホルダーが特定され、NbSの全てのプロセスに関わる。

5．4 意思決定プロセスは、全ての参加者と影響を受けるステークホルダーの権利と関心を文章化し、対応する。

5．5 NbSのスケールが管轄の境界を超える場合、NbSの影響を受ける全ての管轄区の利害関係者間の共同意思決定が可

能となるようなメカニズムが設置される。

基準6：NbSは、主たる目的の達成と

複数便益の継続的な提供の間のト

レードオフを公平に比較考量する。

6．1 NbS介入に伴うトレードオフの潜在的な費用と便益が、明示的に認識され、予防措置やその他の是正的な措置に生かさ

れている。

6．2 責務とともに、様々なステークホルダーの土地や資源へのアクセス、利用、権利が認められ、尊重される。

6．3 相互に合意されたトレードオフの限界が尊重され、NbS全体が不安定化しないようにするため、確立された予防措置を

定期的に見直す。

基準7：NbSは証拠に基づき順応的

に管理される。

7．1 NbS戦略が策定され、インターベンションの定期的モニタリングおよび評価に利用される。

7．2 インターベンションのライフサイクルを通して、モニタリングおよび評価計画が策定され、実施されている。

7．3 インターベンションのライフサイクルを通して、順応的管理を可能とする反復学習の枠組みが適用される。

基準8：適切な管轄の脈の中で NbS

が持続可能でを主流化される。

8．1 NbSのデザイン、実施、および得られた教訓が、変革を引き起こすために共有される。

8．2 NbSは、その理解と主流化を助けるため、それを促進する政策や規制枠組みに情報提供し、強化する。

8．3 それが重要な場合には、NbSは、人間の幸福や気候変動、生物多様性、先住民の権利に関する国連宣言(UNDRIP)を含

む人権に関する国家的および世界規模の目標に寄与する。
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国際的情報の日本語での紹介



EcoDRRマスターコース ToI WS



MOOC on NbS

Register for the webinar: Webinar Registration

Pre-Registration for MOOC: MOOC Pre-Registrations

https://3yy5p.r.ag.d.sendibm3.com/mk/cl/f/8SGDcbRf09lgH7ZC0DmSDyAODVBkyeWM4vz8LQS2zS5c3DG-ZpUw4LhHkzepL_yMyao1mwWTNUf1jIW1p1Oz37j7LTpOz9nPU2cIH3nI-GdfNiNnSeSBcXYEE_FBZEg16KnwYf5nrvLpDxGQqEwGthQRoDWvAQE4_2oiB8wt
https://3yy5p.r.ag.d.sendibm3.com/mk/cl/f/UcR4F_HcsOo0fhzTSW_UyZtzgE4CAlQLaLdTry38naylcZ1ZlYLGdvL_YxzAI2kF36xLOJGiSPm-4885i_Ot8Dx36aWAdFvpI7hQMFAdxTuwR5GUAtWRmHXBdrPgV-EwCuxc6BBw5H2wF_ByOAEgOHo6JIIaibSK6hax59Mz


大正大学 x グリーンインフラ



大正大学 x グリーンインフラ



トヨタ自動車環境活動
助成プログラム（トヨタ
環境報告書2019）





SNSを使った発信



R2年度の計画

• 教育との連携（サービスラーニング授業）

• 巣鴨庚申塚地域への浸透

• 埼玉校舎の活用

• 南三陸農工房との連携

• 農産品加工

• IoTの活用実験



巣鴨庚申塚地域への浸透
滝野川地域の伝統野菜栽培

Grow Food to Share

農園活動を通じた
「智慧と慈悲の実践」



サービスラーニング
巣鴨プロジェクト

ワンモアジョブ
魅力化プロジェクト



種屋街道





巣鴨・滝野川の伝統野菜の復活



学内・学外飲食店との連携



農産品加工



IoTの活用実験

• 巣鴨校舎、埼玉校舎、南三陸農
工房の農園データ（温湿度、光、
土壌水分、画像等）を遠隔地か
らクラウド経由でモニタリング、
可視化、クラウドやエッジデバイ
スのAIを活用した分析

クラウド

土壌水分

画像



クラウドへのデータ蓄積と
リアルアイムモニタリング





巣鴨オールキャンパス
伝統野菜と都市農業による学び

IoT、AI

地域の歴史

バイオサイ
エンス

グリーンイ
ンフラ

まちづくり

食文化

商品開発 防災・減災マーケティング
・コミュニケーシ

ョン

観光



埼玉校舎の活用



防災・減災力を高める

• 都市防災力強化のための大正大学モデル

＜平時＞ ＜災害時＞

ハ
ー
ド
イ
ン
フ
ラ

ソ
フ
ト
イ
ン
フ
ラ

• 菜園
• 調理機器等
• 土嚢
• 井戸
• ICT機器
• 太陽光発電、充電器
• キャンプ用品

• SNSソフト
• サークル活動
• サービスラーニング
• イベント（盆踊り、
日曜市、鴨台祭り等）

• 野菜栽培
• 保存食づくり
• 野菜栽培
• 野菜への潅水
• 栽培データ収集
• ICT機器電源
• BBQ活動やサル
ベージパーティー等

• 栽培情報のシェア
• コミュニティーの強化
• 知識やノウハウの継承

• コミュニティーの強化、
伝統・文化の継承

• 非常食
• 非常食
• 水害防止
• 非常用水
• 非常用通信
• 非常用電源
• 炊き出し

• 災害時情報連絡網
• 災害対応力強化
• 災害対応力強化
• 災害対応力強化



― グリーンインフラ x ICT x コミュニティ －

阿南の地域実習時に実施した防災キャンプの様子
LoRaWANによる災害時通信

サルベージパーティー

土嚢栽培

モニタリング、ICT

機器や通信ネットワ
ーク(LoRaWAN)

DIY井戸

太陽光発電、
充電器

QRコードタグ
と連携した
SNSソフト

環境データモ
ニタリング

朝市
鴨台祭

保存食




